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防災まちづくり方針 

 

■基本的な考え方  

 

１. 今のまちの魅力を活かし、震災後も次世代へ魅力を継承できる 

 『防災まちづくり』 の推進 
 

→防災まちづくりは、震災被害を最小限にするためにソフト・ハード両面で行う事前準備 

→防災のために大きくまちをつくり変えることを前提とせず、今のまちの魅力を活かし継承

することを前提に、今のまちを災害に強い構造に改善していく防災まちづくりを進める 

→そのため、地区全体の防災性の向上に寄与するような、防災効果の高い整備を、優先的に

進め、早急に最低限の安全性を確保する 

 

 

 

２. 震災が起こっても、自宅で住み続けられる 『防災まちづくり』 の推進 
 

→震災後速やかに、今のまちの魅力を取り戻すためには、復興主体となる地域住民が堀切に

いることが大切である。仮設住宅の建設や避難所生活をはじめから前提とせず、地元住民

が自宅で住み続けることができるような防災まちづくりを進める。 

 

 

 

３. いざという時は、逃げられる・救出できる 『防災まちづくり』 の推進 
 

→万が一、自宅が被災した場合でも、安全な避難、円滑な消防・救出活動等が可能なように、

防災まちづくりを進める。 

 

【テーマ別方針】 
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■方針   

１. 地区全体にとって大切な防災拠点づくりを進める 

→震災時に、応急・復興対策の拠点として重要な３つの拠点について、その役割に応じ

た防災拠点の形成を図る。 

 

 

 

 

 

２. 大切な防災拠点をつなぐ、大きな骨格とネットワークづくりを進める 

→重要な３つの防災拠点同士をつなぐとともに、各拠点から各地域へ、円滑に人、車両、

物資が流れる軸として、その機能を果たせる道路空間を確保する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. ブロック（まちのまとまり）単位で、防災課題に応じた防災まちづくりを進める 

→３つの防災拠点をつなぐ道路や、平和橋通りなどの幹線道路を骨格として、それらに

囲まれたまちのまとまり（ブロック）を単位として捉える。 

→基本的には、ブロックごとの課題に応じて、外に被害を出さない・もらわないための

防災まちづくりを進める。 

→そのために、ブロックごとの防災拠点、公園・広場、道路のネットワークづくりを進

める。 

 

４.  ブロック（まちのまとまり）が担う役割を意識した防災まちづくりを進める 

→堀切地区全体で見たときに、各ブロックが担う防災まちづくり上の役割と、避難者対

策など震災時のブロック間の連携・補完を見据えた整備と体制づくりを進める。 

○堀切菖蒲園駅周辺：地域内外から人・物が集まる拠点としての機能の強化 

○ウェルピアかつしか：支援物資等の供給の拠点としての機能の強化 

○堀切船着場：支援物資等の受け入れ拠点としての機能の強化 

○堀切菖蒲園駅周辺 ⇔ ウェルピアかつしか 

・駅からの人の流れや物資輸送、広域避難等を支える機能（歩道、幅員確保等） 

・まちを東西にブロック化する防災機能（沿道不燃化、沿道への水利確保等） 

○ウェルピアかつしか ⇔ 堀切船着場 

・船着場からの物資輸送や広域避難等を支える機能（歩道、幅員確保等） 

・まちを南北にブロック化する機能（沿道不燃化、沿道への水利確保等） 

○堀切船着場 ⇔ 堀切菖蒲園駅周辺 

・船着場や駅からの人や物の流れを支える機能 

・地区内の防災道路としての機能（いざというとき緊急車両が入れる整備） 



11 

 

 

 

 

 

 

堀切菖蒲園駅 

菖蒲園 

水辺公園 

ウェルピア 

かつしか 

小谷野神社 

天祖神社 

菖蒲水門 

避難橋 

堀切小橋 

旧小谷野小 

南綾瀬小 

堀切小 

綾南小 

堀切中 

四つ木中 

よつぎ小 

七福神神社 

堀切橋 

極楽寺 

船着場 

宝性寺 

堀切４丁目 

児童遊園 

堀切橋 

児童遊園 

堀切児童遊園 

しょうぶ児童遊園 

堀切２丁目公園 

堀切公園 

堀切東 

児童遊園 

妙源寺 

堀切南 

児童遊園 

堀切中央 

児童遊園 

こやのひまわり 

児童遊園 

堀切東公園 

正王寺 

こやの 

新児童遊

園 

氷川神社 

学田川学園 

千鶴幼稚園 

３つの防災拠点 

防災拠点をつなぐネットワーク 

ブロック単位 

既存の幹線道路 

凡 例 

防災拠点づくり 

防災拠点づくり 

防災拠点づくり 

ブロック間の連携・補完 

ﾈｯﾄﾜｰｸ形成 

ﾈｯﾄﾜｰｸ形成 

ﾈｯﾄﾜｰｸ形成 

堀切５丁目ブロック 

堀切４丁目ブロック 

駅周辺ブロック 

堀切３丁目ブロック 

堀切２丁目ブロック 

堀切１丁目ブロック 

《方針図》 
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■ブロック単位の防災まちづくりの課題 

●堀切１丁目ブロック 

ゾーン①：安全な市街地として、地域の安全拠点の形成を図る 

建物づくり：・共同住宅や町工場を主体とした良好な街並みの形成 

道路づくり：・住宅地のシンボルとしての四季のみちの魅力化（緑化、沿道の景観形成） 

・綾南小、堀切中につながる南北動線の確保 

その他  ：・綾南小、堀切中の防災拠点機能の強化（周辺市街地からの避難者対策等） 

      ・綾南小、堀切中、よつぎ小、四つ木中の避難者対策の連携 

ゾーン②：密集市街地の改善を図り、ゾーン①とあわせて、地域の安全拠点の形成を図る 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・消防車・救急車が通れる地区内防災道路の確保 

その他  ：・公園・広場等のオープンスペースの整備 

●堀切２丁目ブロック 

ゾーン③：堀切のまちの魅力の核となる既存の骨格を活かしながら、防災性の向上を図る 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・消防車・救急車が通れて、川、幹線道路、堀小、菖蒲園、既存の公園、空

地等をネットワークする地区内防災道路の整備 

・地区内防災道路へアクセスできる細街路の防災性向上（建替えにあわせた

拡幅、沿道のブロック塀の生垣化、落下物対策） 

その他  ：・駐車場や社寺境内等の防災空地としての活用検討（通り抜け道確保など） 

ゾーン④：堀切のまちの魅力の核となる既存の骨格を活かしながら、防災性の向上を図る。 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・消防車・救急車が通れる地区内防災道路の確保 

・地区内の防災道路へアクセスできる細街路の防災性向上（建替えにあわせ

た拡幅、沿道のブロック塀の生垣化、落下物対策） 

その他  ：・堀小への避難動線の確保 

・公園・広場等のオープンスペースの整備 

●堀切３丁目ブロック 

ゾーン⑤：安全な市街地として、地域の安全拠点の形成を図る 

建物づくり：・共同住宅を主体とした良好な街並みの形成 

・共同建替えによる建物更新の推進 

道路づくり：・四季のみちの魅力化（緑化、沿道の景観形成） 

その他  ：・ウェルピアへの周辺市街地からの避難者対策、物資供給拠点整備 

ゾーン⑥：ゾーン⑤とあわせて、地域の安全拠点の形成を図る 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・消防車・救急車が通れる地区内防災道路の確保 

・桜並木みちの防災機能強化、魅力向上 

・地区内の防災道路へアクセスできる細街路の防災性向上（建替えにあわせ

た拡幅、沿道のブロック塀の生垣化、落下物対策） 

・鉄道高架化による南北動線の確保 

その他  ：・公園・広場等のオープンスペースの整備 
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●堀切４丁目ブロック 

ゾーン⑦：堀切のまちの魅力の核となる既存の骨格を活かしながら、防災性の向上を図る。 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・旧小谷野小へつながる地区内防災道路の確保 

その他  ：・鉄道高架化による南北動線の確保 

ゾーン⑧：旧小谷野小を拠点した防災まちづくりを進める 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進 

道路づくり：・消防車・救急車が通れて、川、幹線道路、旧小谷野小をネットワークする

地区内防災道路の整備 

その他  ：・旧小谷野小の防災拠点機能の強化 

・旧線路敷き跡の空地の活用検討 

 

●堀切５丁目ブロック 

ゾーン⑨：密集市街地の改善を図る 

建物づくり：・戸建て住宅の耐震化・不燃化 

・建替え困難地区における建替え更新の推進（共同化、各種制度活用等） 

道路づくり：・周辺市街地の防災特性に配慮し、ブロック化を図る防災道路の整備 

・消防車・救急車が通れる地区内防災道路の整備 

その他  ：・医療救護所として他地区からの受け入れを前提とした避難者対策の検討 

・防災まちづくりを検討する地元の体制づくり 

 

●駅周辺ブロック 

ゾーン⑩：人やモノの流れが集まる防災拠点の形成を図る 

建物づくり：・災害に強い商店街の形成 

道路づくり：・周辺市街地から駅へのアクセス道路の確保 

その他  ：・駅からの東西入口の確保の検討  

・人・車両・物資等が集積可能な広場等の整備の検討 
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《ブロック単位の防災まちづくりの課題図》 
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地域活性化まちづくり方針 

 

１．堀切を取り巻く状況と活性化まちづくり 
①まちの姿と成り立ち 

～昔なつかしい雰囲気・日常生活の安心感／まちが複雑でわかりにくい～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②まちの住まい手（住民）の状況 
  ～住み続けたいという思い／人口減少・高齢化・単身世帯の増加～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③まちのなりわり（商工業）の状況 
  ～暮らしに密着した商工業／商店・工場とも減少・勤め人の増加～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今の堀切は、まちの古さやわかりにくさが際立っていて、個性や魅力が埋も

れ、見えにくくなっている・・・ 

若者の減少や高齢化が進んでいくと、地域での活動や住民同士のつながりが

うすれ、暮らしにくいまちになってしまう・・・ 

商工業がなくなると、まちで「買う」「働く」ことができなくなり、人が集ま

ってこない、活力のないまちになってしまう・・・ 

問題 
意識 

問題 
意識 

問題 
意識 

そこで 

① まちの“大規模なつくり変え”がなく、各時代の
まちの姿や面影が所々に見られる。 

② わかりにくさ⇔交通安全や防犯面での安心感 

（外部から人や車が侵入しにくいため） 

③ 堀切の成り立ちや歴史を知ると、魅力や個性
が見えてくる。まちがわかりやすくなる。 

④ わかりにくいまま、住民自身が気づかないまま 
⇒新住民を引き付けにくい／来街者に不親切 

① 人口の減少、高齢化の急速な進行。 
（高齢者は定着／若い世代は堀切から流出） 

② 「堀切に住み続けたい」という思い。 

（堀切への愛着＝そこで暮らす“人”への愛着） 

③ 地域活動や日常のコミュニケーションの減少 
⇒“住民同士のつながりの薄いまち”に 

④ 地元で買う人、働く人の減少 
⇒堀切の商工業の低迷に 

① 商工業に元気がなくなっている。 
（事業所数の減少、働く人の減少） 

② 商店街や町工場など、暮らしと関わりが深い。
（しかも、住商工が共存してきた歴史がある） 

③ 地元で買う場所、働く場所の減少 

⇒“寝るだけのまち”“自活できないまち”に 

④ ちょっとした外出や立ち話の機会が減少 
⇒住民が地域から孤立 

堀切ならではの魅力を掘り起こし、それらを顕在化させながら、 

堀切の活力の源である「人」を元気づける「活性化まちづくり」が必要！！ 
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２．活性化まちづくりの目標（合言葉） 

 

 

 

 

 

取組みの姿勢（スタンス） 

○ 堀切の成り立ちや自然の魅力が感じられる、今のまちの姿を活かすことが大切 

○ 堀切のなりわいの活性化を、「暮らし」の視点から考えていくことが大切 

○ 高齢者が暮らしやすい環境づくりと、若い世代が入ってこられる・定着できる環境

づくりの両方を考えることが大切 

○ まずは、住んでいる人が堀切の良さを知ることが大切（外へは自然と広がる） 

 

 

 

３．活性化まちづくりのテーマ（必要なこと、取組みたいこと） 

【テーマ１】 多くの人に、堀切の“まちの成り立ち”を伝え、感じさせよう 

○ 堀切の歴史文化資源やまちの雰囲気の背景である「まちの成り立ち」をうまく伝え、

感じさせることで、堀切らしい風景や魅力に触れることができるまちにしていこう。 

 

【テーマ２】 堀切の暮らしを支え、豊かにする“なりわい”を根付かせよう 

○ 堀切の暮らしを支え、人々の活気を高めてくれる「なりわい」を、これからの堀切

にも根付かせていくことで、暮らしやすく、活力あるまちにしていこう。 

 

【テーマ３】 “高齢者”も、まちなかで活動し続けられるようにしよう 

○ 高齢者になっても「まちなかでの活動」を続けられる環境をつくることで、暮らし

の楽しさや暮らしがいのあるまちにしていこう。 

 

【テーマ４】 “若い世代”を増やし、定着させていこう 

○ 堀切を愛する「若い世代」を増やし、定着させていくことで、堀切らしい魅力や活

力を伝えていくことができるまちにしていこう。 

 

 地域の“暮らしやすさ”につながる活性化 

 

⇒堀切を暮らしの舞台とする人（住む人、働く人）が満足できる、 

暮らしやすい、暮らして楽しい、暮らし続けられるまちを目指す取組み 

（堀切のまちの中で、人が楽しく動きまわっているのが“地域の活性化”） 

すなわち 
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18 
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４．活性化まちづくりの実現に向けて（取組みの進め方） 

 

４-１．活性化まちづくりの方向性（活性化の取組みで、どんなまちをつくるのか） 

●歩いて暮らせるまちなかをつくる ～回遊性＋住まいづくり～ 

○ 幹線道路で囲まれ、自動車の喧騒や危険から守られた環境をいかし、自動車に依存

せず、歩いて楽しく活動できるまちなかにする。 

 

 

４-２．活性化まちづくりの進め方（活性化の取組みでは、どこに重点をおくのか） 

●まちの魅力をつなぐ ～骨格づくり～ 

○ 「駅」「河川敷」と「まちなか」とのつながりを取り戻し、堀切のまちの魅力や個

性を際立たせることで、まち全体の価値を戦略的に高めていく。 

 

●活性化の取組みを広げる ～人づくり～ 

○ 堀切のまちのことを調べ、伝えることで、まちへの関心を高めていく。 

○ 「活性化グループ」「活性化まちづくり方針」を地域へ PR し、取組みを盛り上げ

ていく。（地域の人たちの自発的な取組み、活性化グループの仲間づくり） 

○ 他の地域団体とのネットワークをつくる（まち懇・商店会・行政など）。 

○ 取組みの手本を見せる（あじさい・ベンチ・まちあるきツアーなど） 
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京成本線荒川橋梁架替事業に伴うまちづくりへの取り組み方針 

 

■本方針の主旨 

本方針は、堀切地区における今回のまちづくり活動のきっかけとなった京成本線荒川橋梁架替事

業を「地域としてどのように受け止め、対応すべきか」という大きな問題に対して、その考え方と

取り組みのあり方について、3 ヵ年にわたり協議・検討してきた成果の要点をとりまとめたもので

ある。堀切地区が直面する問題へ地域として的確に対応していくために、本方針の内容を地区全体

の課題として共有し、具体の取り組みを進めていきたい。 

 

■基本的な考え方 

国土交通省が計画している京成本線荒川橋梁架替事業は、荒川の治水対策として不可欠な事業で

あるが、一方、周辺住民の生活に大きな影響がもたらされることが予想される。そのため、事業実

施にあたっては周辺地域への最大限の配慮を求めると同時に、周辺地域においてもこれを機に地域

の様々な問題の解決に向けたまちづくりに積極的に取り組み、この事業の機会を地域のために最大

限に活用していくことを目指す必要がある。 

 

 

 
出典：国土交通省パンフレットより 
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■３つの取り組み方針 

京成本線荒川橋梁架替事業の機会を地域のためには、以下の３つの取り組みが必要である。この

３つの取り組みはそれぞれ独立して取り組むのではなく、相互に関連付けながら、同時並行で取り

組んでいく必要がある。 

 

１．京成本線荒川橋梁架替事業に対する地域への配慮・協力の要請 

京成本線荒川橋梁架替事業の機会を、地域のより良い環境づくりを進めるきっかけとしてい

くために、国土交通省および京成電鉄に対して以下の事項を要請し、周辺地域および堀切地区

全体のまちづくりへの最大限の配慮と協力を促す。 

 

（１）橋梁～駅までの区間の全面高架化 

現在の堀切地区は線路の土盛によって南北に分断されており、住民の往来や地区全体の一体

的なコミュニティ形成の支障となっている。今回の事業に併せて少なくとも橋梁から駅までの

区間は全面的に高架にし、南北の見通しと円滑な往来を確保する。 

 

（２）地域との協議による高架下の効果的な活用方策の検討 

線路の高架化により生じる高架下の空間は、駅周辺の交通問題を解決するための駐車場・駐

輪場や、駅周辺街区の再整備にあたっての店舗移転用地等、地域のまちづくりと連動した様々

な活用方策が考えられる。京成電鉄のみならず、地域にとってもより効果的な活用が図れるよ

う、両者の十分な協議により具体的な活用方策を検討していく。 

 

（３）新たな線路の北側への側道用地の確保 

堤防のかさ上げにより線路の高さは現在よりも高くなくなるため、新たな線路の北側には、

日照や騒音の問題を避けるための緩衝空間が必要になる。また、線路北側の区域は東西方向の

生活道路が不足していることから、その緩衝空間は線路の側道として整備することが期待され

る。地域のまちづくりにおいて、その緩衝空間となる側道を円滑に整備できるよう、あらかじ

め橋梁架替事業の一環として用地を確保しておく。 

 

（４）現在の線路敷跡地の「まちづくり用地」としての活用 

橋梁架替に伴う線路の移動により、現在の線路敷は空地となる。その空地は、当面は多目的

広場などの暫定整備を行い、将来的には、地域の話し合いによりまちのニーズに応じた活用を

図る「まちづくり用地」として位置づける。 

 

（５）関係住民が地域に住み続けられる事業展開を図る 

橋梁架替事業により移転しなければならなくなる住民が、事業後も地域に住み続けられるよ

う、地域のまちづくり活動とも連携して、地域内で十分な代替地や代替住宅・店舗が確保され

るような事業展開を図る。 
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２．沿線地域におけるまちづくり活動の展開 

京成本線荒川橋梁架替事業による直接の影響を受ける堀切四丁目の区域には、この事業への

対応以外にも、防災対策や商店街活性化対策をはじめ様々なまちづくりの課題がある。これを

機に橋梁架替事業との効果的な連携を図りながら、地元住民が中心となってそれらの課題の解

決に向けたまちづくり活動を展開し、地区全体としても、その活動に積極的な支援・協力をし

ていく。 

 

《堀切四丁目地区における主なまちづくり課題》 

● 線路の南北や地区内の各種拠点を結ぶ道路ネットワークの形成 

● 救急車・消防車が通れる地区防災道路づくり 

● 主要な道路・歩道のバリアフリー化への取り組み 

● 旧小谷野小学校跡地活用方策の検討（コミュニティ施設・防災拠点等） 

● 商店街における高齢者等のコミュニケーションの場づくり 

● 多世代の参加・協議による「まちの連帯感」づくり 

 

 

３．駅周辺の再整備と駅の高架化への取り組み 

毎年、堀切菖蒲園を訪れる多くの観光客を迎える堀切地区にとって、駅は地区の“顔”とな

るべき存在である。しかし、現在の駅は土盛で出入口も 1 箇所しかなく、周辺市街地とのつな

がりがあまり良くないばかりか、南北の街区のつながりを分断する要素のひとつになってしま

っている。また、駅前広場もなく周辺の交通環境も問題となっている。 

京成本線荒川橋梁架替事業の実施を機に、線路の高架化により生じる高架下の空間を有効に

活用しながら、駅周辺街区の再整備に取り組み、併せて京成電鉄との協議・協力により駅舎の

改修と高架化の実現を図る。 

 

《当面の取り組み》 

● 駅前買い物空間の整理（駐輪環境の改善など） 

● 小規模店舗の集約・共同化などによる快適な歩行・買い物環境の整備 

● 高架下の活用による車寄せ等の整備 

● 駅の一部改修（車寄せとの接続、耐震性とバリアフリーの強化など） 

 

 

《将来的な目標》 

● 駅周辺の再開発による“堀切らしい顔”づくり 

● 駅の高架化と改札の増設による周辺市街地とのつながりの改善 
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■京成本線荒川橋梁架替事業に伴うまちづくりへの取り組み方針図 
 

 

 

 

駅前環境の改善 

《沿線地域におけるまちづくり活動の展開》 

○ 道路ネットワークの形成（防災と日常） 

○ 道路・歩道のバリアフリー化 

○ 旧小谷野小学校跡地活用方策の検討 

○ 商店街の活性化 など 

■橋梁架替に伴うまちづくりの３つの方針 

１．京成本線荒川橋梁架替事業に対する地域への配慮・協力の要請 

２．沿線地域におけるまちづくり活動の展開 

３．駅周辺の再整備と駅の高架化への取り組み 

 

新たな線路の北側への側道用地の確保 

地域との協議による高架下の効果的な活用方策の検討 

橋梁～駅までの区間の全面高架化 

現在の線路敷跡地の「まちづくり用地」としての活用 

＊関係住民が地域に住み続けられる事業展開を図る 

《駅周辺の再整備と駅の高架化への取り組み》 

○ 快適な歩行・買い物環境の整備 

○ 高架下を利用した車寄せ等の整備 

○ 駅の一部改修（耐震、バリアフリー） 

《将来の目標：駅周辺の再開発》 

○ 堀切らしい“顔づくり” 

○ 駅の高架化と改札の増設 

川とのつながり 

南北がつながる 

旧小谷野小の活用 
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